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社会の中の精神医療、社会を変える精神医学
Psychiatry in Society, Psychiatry for Society
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6月20日（土）　10:50～12:30　H会場

司　　　会 （東京女子医科大学附属八千代医療センター） 高橋 一志
 （慶應義塾大学医学部ヒルズ未来予防医療・ウェルネス共同研究講座） 木下 翔太郎

講　演　者 （東京女子医科大学附属八千代医療センター） 柴田 和郎
 （岩手医科大学附属病院） 八木 淳子
 （医療法人すずらん会たろうクリニック） 内田 直樹
 （東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野） 富田 博秋
 （慶應義塾大学医学部医科学研究連携推進センター） 岸本 泰士郎

メインコーディネーター （東京女子医科大学附属八千代医療センター） 高橋 一志
サブコーディネーター （慶應義塾大学医学部ヒルズ未来予防医療・ウェルネス共同研究講座） 木下 翔太郎

当初は一定の警戒感をもって静かに始まったオンライン診療であるが、近年では、人口減少下における医療資源の確保や医師偏在

の是正といった国家的課題を解決するための重要な手段の一つとして認識されつつある。しかし、精神科領域では診療報酬上の制

約もあり、依然として十分に活用されているとは言い難い。

従来、オンライン診療が想定される主たる場面は離島やへき地に限定されることが多かったが、厚生労働省は 2024 年 1 月 6 日に「医

師が常駐しないオンライン診療のための診療所」をへき地などに限らずに都市部を含めて開設することを認める通知を発出してい

るなど、都市部での活用も期待されている。また、患者の疾患特性などから、オンライン診療が強みを発揮するケースも蓄積され

つつある。

今回のワークショップでは離島・へき地に限らず、様々な患者群・治療場面におけるオンライン診療の実践、好事例について会場

の先生たちと共有し、その有用性についての認識を深めたい。
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オンライン診療・臨床実践アップデート
（医療DXに関する委員会）

第122回日本精神神経学会学術総会
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6月20日（土）　8:40～10:20　H会場

司　　　会 （公立大学法人奈良県立医科大学精神医学講座） 岡田 俊
 （医療法人財団青溪会駒木野病院） 笠原 麻里

講　演　者 （弘前大学大学院保健学研究科心理支援科学領域） 斉藤 まなぶ
 （兵庫県こころのケアセンター） 三宅 和佳子
 （福岡大学医学部精神医学教室） 吉村 裕太
 （関西医科大学精神神経科学教室） 緒方 治彦

メインコーディネーター （弘前大学大学院保健学研究科心理支援科学領域） 斉藤 まなぶ

児童精神科医療研修委員会は、専門医試験を受験することを目指している精神科医や、そのための研修を支え指導する指導医、さ

らには子どもの精神科医療に関心のある会員を対象として、子どもの精神科医療に関連する諸課題に関する均衡のとれた基本情報

を提供することを目的に活動している。第 121 回総会では「児童精神医学の作法と学び方 新たに児童精神医学を志す人のために（2）」

をテーマとしたワークショップを開催し、子どもの発達歴：縦断的な見立て、子どもの状態像：横断的な見立て、子どもの情報の

取り扱い、医療連携：緊急度の把握、治療開始時の見立てと選択について議論した。第 122 回総会ではこれらの見立てに基づく児

童精神医学の治療の実践について主要問題である不登校・睡眠問題、逆境的環境、自殺企図、薬物療法へのアプローチについて検

討する。

1演題目は「不登校、睡眠問題のある子どもへのアプローチ」と題して、斉藤まなぶ委員より子どもの不登校の多様な背景と見立

てに基づく治療的アプローチ、ならびに、子どもに併存することの多い睡眠問題への対応について講述する。

2演題目は「逆境的環境にある子どもへのアプローチ」と題して、三宅和佳子委員より逆境的環境にある子どもの臨床的特徴と治

療の実際について講述する。

3演題目は「自殺企図へのアプローチ」と題して、吉村 裕太委員より児童青年期における自殺企図への見立てと治療上の扱い、再

企図予防、連携構築の方法について講述する。

4演題目は「子どもへの薬物療法を用いたアプローチ」と題して、緒方治彦委員より児童青年期における薬物療法の実際とその留

意点について講述する。

すべての講演の後に、参加者との質疑応答を含めたディススカッションを予定している。会員諸氏の活発なご参加とご討議をお願

いしたい。
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児童精神科医療の治療論（1）
（児童精神科医療研修委員会）
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